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北
側
を
玄
界
灘
に
面
し
、
東
部
に
は
四

塚
連
山
が
そ
び
え
、
市
内
中
央
に
は
釣
川

が
流
れ
る
宗
像
市
に
は
、
多
様
な
自
然
環

境
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
数
多
く
の
生
物
が

生
息
し
て
い
る
。
新
修
宗
像
市
史
の
編
さ

ん
に
際
し
て
、
多
く
の
研
究
者
や
協
力
者

が
生
物
調
査
に
関
わ
り
、
１
５
０
０
種
を

超
え
る
動
物
、
約
１
３
０
０
種
の
植
物
が

宗
像
市
に
生
息
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
種
数
に
は
、

ア
リ
や
ク
モ
な
ど
宗
像
市
内
に
確
実
に

生
息
す
る
種
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
を
扱

え
る
専
門
家
が
い
な
か
っ
た
生
物
群
は

含
ま
れ
て
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に

は
数
倍
〜
数
十
倍
の
生
物
種
が
宗
像
市

に
生
息
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

    

多
く
の
生
物
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し

て
い
る
こ
と
が
、
テ
レ
ビ
で
頻
繁
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
生
物
の
絶
滅
と
聞
く

と
、
熱
帯
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
な
ど
手
付
か
ず 

     

の
自
然
に
生
息
す
る
生
物
が
、
自
然
破
壊

に
よ
っ
て
消
え
て
い
く
シ
ー
ン
を
想
像

す
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
絶
滅

の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
種
に
は
、
身
近
な

環
境
に
生
息
し
て
い
る
も
の
も
数
多
く

含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
近
年
、
宗
像

市
か
ら
消
失
し
た
植
物
は
、
自
然
性
の
高

い
山
奥
に
生
息
す
る
種
よ
り
も
、
た
め
池

に
生
育
す
る
湿
性
・
水
生
の
植
物
や
た
め

池
堤
に
生
育
す
る
草
地
生
の
種
の
方
が

多
い
。
ま
た
、
以
前
は
水
田
な
ど
で
普
通

に
見
る
こ
と
が
で
き
た
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ

ル
や
ツ
チ
ガ
エ
ル
が
１
９
８
０
年
代
以

降
は
宗
像
市
内
で
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
。
こ
れ
ら
生
物
は
、
人
間
が
快

適
・
安
全
に
生
活
す
る
た
め
に
、
た
め
池

や
水
田
の
水
路
を
改
修
し
、
水
の
管
理
方

法
を
変
え
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
間
生
活
に
近

い
環
境
に
生
息
す
る
生
物
を
保
全
す
る

の
は
、
人
が
寄
り
付
か
な
い
原
自
然
に
生

息
す
る
種
を
保
全
す
る
よ
り
も
難
し
い

と
言
え
る
。 

   

一
方
で
急
速
に
個
体
数
を
増
や
し
て

い
る
生
物
種
も
い
る
。
外
来
生
物
で
あ
る
。

外
来
生
物
と
は
、
意
図
的
・
非
意
図
的
を

問
わ
ず
、
人
間
活
動
に
よ
っ
て
本
来
の
生

息
場
所
か
ら
別
の
場
所
へ
移
動
し
た
生

物
を
指
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
外
来
生
物

が
、
時
に
在
来
の
生
態
系
や
農
作
物
、
さ

ら
に
は
人
間
の
健
康
に
被
害
を
も
た
ら

す
こ
と
は
、
今
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

新
修
宗
像
市
史
の
編
さ
ん
を
通
し
て
、
宗

像
市
に
も
数
多
く
の
外
来
生
物
が
生
息

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
中
に

は
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
よ
う
に
人
間
に

直
接
害
を
与
え
る
種
だ
け
で
な
く
、
身
近

な
動
物
の
代
表
格
と
言
え
る
ダ
ン
ゴ
ム

シ
（
正
式
に
は
オ
カ
ダ
ン
ゴ
ム
シ
）
や
春

か
ら
初
夏
に
道
端
に
花
を
咲
か
せ
る
ハ

ル
ジ
オ
ン
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
外
来
生
物
が
好
む
生
息
地
に

は
（
全
て
の
種
で
は
な
い
が
）
あ
る
特
徴

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
住
宅
地
周
辺
や
農
地

な
ど
人
間
生
活
に
近
い
環
境
を
好
む
点

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
外
来
生
物
と
は
人
間

の
影
響
に
よ
っ
て
移
動
し
た
生
物
な
の

で
、
人
間
が
作
り
出
す
環
境
に
適
応
し
た

生
物
が
外
来
生
物
と
し
て
成
功
し
や
す

い
と
考
え
れ
ば
合
点
が
い
く
。 

 

こ
の
よ
う
に
私
達
の
身
の
回
り
で
は
、

在
来
生
物
が
減
り
、
外
来
生
物
が
増
え
て

い
る
。
宗
像
市
に
日
本
在
来
の
多
様
な
生

物
を
末
長
く
維
持
す
る
た
め
に
は
、
私
た

ち
の
生
活
空
間
に
住
む
生
物
の
こ
と
を

良
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
き
な
一
歩
と

な
る
だ
ろ
う
。 （

自
然
部
会 

唐
澤
重
考
） 

                   

減
る
生
物
、
増
え
る
生
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〜
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新
修
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像
市
史
』
自
然
部
会
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ら
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